
 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典 B 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 精選古典 B（三省堂出版） 

副教材等 

プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

古文アチーブ１・２三訂版（桐原書店） 

完全マスター古典文法[新版五訂]（第一学習社） 

完全マスター古典文法[新版五訂演習ノート（第一学習社） 

古文単語 330[新訂版]（文英堂） 

古文単語 330[新訂版]ワークノート（文英堂） 

１ 担当者からのメッセージ 

・２年生は進学に向けて、国語の力を身に付ける大切な時期です。 

・古典の時間では、有名な古文と漢文に親しむとともに、正しく理解するために語彙力や文法の

知識を身に付けてください。 

・授業の後には必ず復習をしてください。繰り返し学習が大切です。 

・提出物の期限は守りましょう。 

・定期考査前に焦って勉強するのではなく、日々の学習を大切にしましょう。 

２ 学習の到達目標 

・文章に書かれていることをきちんと理解できる。 

・質問に対して、的確に場に応じた言葉遣いで答えることができる。 

・豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 ｂ:読む能力 ｃ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を

図ろうとする。 

文章を的確に読み取った

り、目的に応じて幅広く

読んだりして、自分の考

えを深め、発展させてい

る。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまり、漢字などについて

理解し、知識を身に付けている。 

古典文法・漢文句法を理解する。 

評
価
方
法 

行動の観察 

発表を評価 

 

記述の確認及び分析 

（ワークシート） 

定期考査 

行動の観察 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

学校番号 403 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a ｂ ｃ 

１
学
期 

漢
文
・
説
話 

漢文：「アチーブ」

否定と疑問文 

「梁上君子」 

古文：説話『十訓抄』 

「博雅の三位～」 

『古今著聞集』 

「大江山」 

○ ○ ◎ 

a:古典に親しみ、時代背景の違いを理解

したうえで共感できる。 

ｂ:登場人物の心情を表現に即して読

み、理解できる。 

ｃ:漢文理解のために、句法や助字を学

ぶ 

a:行動の観察と発

表 

ｂ:定期考査 

とワークシート 

ｃ：小テストと定期

考査 

随
筆 

古文：随筆『徒然草』 

「家居のつきづき

しく」など 

文法①（助動詞） 
〇 〇 ◎ 

ａ：古文を味わうことができる。 

ｂ：作者の主張を理解できる。 

ｃ：助動詞 1年の学習の残りを学ぶ 

a:行動の観察と発

表 

ｂ:定期考査とワー

クシート 

ｃ：小テストと定期

考査 

２
学
期 

漢
文
・
物
語 

漢文：「アチーブ」

使役・受身・比較・

抑揚 

「小国寡民」「混沌」 

古文：物語『大和物

語』「姨捨」 

○ ◎ ○ 

a:漢文で描かれている世界に関心を持

つことができる。  

ｂ:漢文のルールを知り、内容を理解で

きる。漢文を美しく音読できる。  

ｃ:漢文の構造と訓読の仕方を身に着け

ている。  

a:行動の観察と発

表 

ｂ:定期考査とワー

クシート 

ｃ：小テストと定期

考査 

物
語 

古文：物語『平家物

語』「忠度の都落ち」 

『大鏡』「東風吹か

ば」 

文法②敬語 

○ ○ ◎ 

a:古文の世界に関心を持って学習でき

る。  

b:時代背景や文化風習の違いを知り、古

文を味わい登場人物の心情理解にや

くだてることができる。 

ｃ: 敬語法を理解し、身につけている。 

a:行動の観察と発

表 

ｂ:定期考査とワー

クシート 

ｃ：小テストと定期

考査 

３
学
期 

日
記
・
漢
文 

古文：『更級日記』 

「あこがれ」「源氏

物語」 

漢文：『論語』 

1 年間の復習 

漢文：句法 

古文：文法 

○ ◎ ◎ 

ａ：同世代の主人公に関心を持てるか。 

ｂ： 漢文を読み下し、表現された思想を

わかろうとする。 

ｃ： 1 年間に身に着けた知識の整理を

する。言語の違いを分かった上で、句

法を理解する。敬語法を身につける。 

a:行動の観察と発

表 

ｂ:定期考査とワー

クシート 

ｃ：小テストと定期

考査 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度  b::読む能力  c:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 


